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磁気嵐中の中緯度電離圏対流の観測に成功！

ドップラー速度
（地上散乱：灰）

散乱強度 スペクトル幅

ドップラー速度
（4倍エンハンス）

SAID, Cusp flow, etc.
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地上散乱
の占める割合

電離圏散乱
の占める割合

全散乱エコー
の占める割合

・エコー出現面積の日変化（昼：地上散乱、夜：電離圏散乱）
・エコー出現面積の地磁気活動依存性は特に見られない

①CIR磁気嵐
夜側60度

②CME磁気嵐
昼側60度

③磁気嵐なし
謎の夜側エコー



地上散乱
の占める割合

電離圏散乱
の占める割合

全散乱エコー
の占める割合

④CIR磁気嵐
夜側55度

・通常は地上散乱が支配的
・磁気嵐ではある程度限られた領域で電離圏散乱



①CIR磁気嵐、夜側60度

ドップラー速度
（地上散乱：灰）

散乱強度 スペクトル幅

ドップラー速度
（4倍エンハンス）

Dst min = -77 nT (1200-1300 UT)



②CME磁気嵐、昼側60度

ドップラー速度
（地上散乱：灰）

散乱強度 スペクトル幅

ドップラー速度
（4倍エンハンス）

Dst min = -187 nT (0700-0800 UT)



③謎の夜側エコー

ドップラー速度
（地上散乱：灰）

散乱強度 スペクトル幅

ドップラー速度
（4倍エンハンス）

MSTIDと関連、毎日見られる



④CIR磁気嵐、夜側55度

ドップラー速度
（地上散乱：灰）

散乱強度 スペクトル幅

ドップラー速度
（4倍エンハンス）

Dst min = -76 nT (2100-2200 UT)



まとめ

• 2006年12月から連続リアルタイム観測中

• 通常は地上散乱エコーが支配的

– 謎の夜側エコー（細川さんの発表参照）

• 観測期間中に発生した全ての磁気嵐の主相で、
中緯度域55-65度において電離圏エコーを観測

– ＣＩＲ磁気嵐の主相、夜側で西向き ~1km/s
– CME磁気嵐の主相、昼側で極向き ~1km/s

• 今後の巨大磁気嵐に期待大

– 磁気嵐が大きければ大きいほど面白い



http://center.stelab.nagoya-u.ac.jp/hokkaido

・近日中にキングサーモンレーダーのデータも追加



ドップラースペクトル

①エコーパワー

②ドップラー速度
散乱区域：15-45 km x 100km
積分時間：1-7 sec

→プラズマ対流の時間空間変化の指標③スペクトル幅

3つの基本パラメーター



ドップラースペクトル（２）



地上散乱
の占める割合

電離圏散乱
の占める割合

全散乱エコー
の占める割合



磁場

密度

速度

温度



磁場Bx

磁場By

磁場Bz

方位角



地上散乱
の占める割合

電離圏散乱
の占める割合

全散乱エコー
の占める割合



磁場

密度

速度

温度



磁場Bx

磁場By

磁場Bz

方位角


	北海道陸別短波レーダー初期結果:　電離圏エコーと磁気嵐
	磁気嵐中の中緯度電離圏対流の観測に成功！
	①CIR磁気嵐、夜側60度
	②CME磁気嵐、昼側60度
	③謎の夜側エコー
	④CIR磁気嵐、夜側55度
	まとめ
	http://center.stelab.nagoya-u.ac.jp/hokkaido
	ドップラースペクトル
	ドップラースペクトル（２）

